
火
野
葦
平
「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
成
立
と
新
中
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認
識

二
九

火
野
葦
平
「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
成
立
と
新
中
国
認
識

―
「
中
国
旅
日
記
」
と
の
比
較
お
よ
び
、
初
出
雑
誌
削
除
問
題
を
中
心
と
し
て
―増　

田　

周　

子

は
じ
め
に

　

火
野
葦
平
は
中
国
と
関
連
の
深
い
作
家
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
一
月
上
海
事

変
が
勃
発
、
苦
力
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
お
こ
し
た
。
そ
れ
を
鎮
め
よ
う
と
沖
仲
士

の
会
社
玉
井
組
を
経
営
し
て
い
た
父
と
共
に
上
海
へ
行
く
の
が
火
野
の
初
め
て

の
訪
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
体
験
が
小
説
『
魔
の
河
』

（
1
）に

も
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
後
一
九
三
七
年
九
月
陸
軍
伍
長
と
し
て
応
召
さ
れ
て
か
ら
は
、
杭
州
に
向

け
て
出
撃
、
南
京
攻
略
に
も
参
加
し
、
一
九
三
八
年
四
月　

中
支
派
遣
軍
報
道

部
へ
転
属
。
以
後
、
戦
争
終
結
ま
で
、
広
東
、
海
南
島
、
南
京
、
満
州
、
北
京

を
転
々
と
し
報
道
班
の
一
人
と
し
て
中
国
を
ま
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
戦
争
体
験
が
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
兵
隊
三
部
作（

2
）を

生
み
出
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
戦
後
は
、
侵
略
戦
争
に
参
加
し
、
多
く
の
戦
争
作
品
を
書
い
た

こ
と
を
理
由
に
一
九
四
八
年
三
月
に
、
公
職
追
放
を
受
け
る
が
、
一
九
五
〇
年

一
〇
月
に
は
、
公
職
追
放
を
解
除
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
扱
う
、「
赤
い
国
の
旅
人
」
は
、
火
野
葦
平
の
公
職
追
放
解
除
後
、

政
府
の
代
表
と
し
て
解
放
後
の
新
中
国
を
視
察
し
て
描
い
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

的
小
説
で
あ
る
。
発
表
当
初
か
ら
「
小
説
と
し
て
の
密
度
は
十
分
と
は
い
え
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
「『
戦
争
文
学
者
』
の
も
の
で
あ
る
点
で
、
努
め
て
書
か

れ
た
作
品
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る（

3
）」「

こ
の
二
三
年
来
の
数
多
い

火
野
の
作
品
の
ど
れ
よ
り
も
、
私
に
は
、
一
ば
ん
読
み
ご
た
へ
が
あ
つ
た
。

（
中
略
）
火
野
の
浩
瀚
な
著
書
の
な
か
で
、『
麦
と
兵
隊
』
が
代
表
作
の
う
ち
の

随
一
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
『
赤
い
国
の
旅
人
』
は
、
幾
つ
か
の
代
表
作
の
中

の
随
一
で
あ
る
、
と
信
じ
る（

4
）」

と
、
大
い
に
注
目
さ
れ
、
概
ね
評
価
も
高
か
っ

た
作
品
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
赤
い
国
の
旅
人
」
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
同
時
代
批
評
が
数
編
あ
り
、
田
中
艸
太
郎
が
『
火
野
葦
平
論（

5
）』、

で
「『
赤

い
国
の
旅
人
』
一
篇
は
、
火
野
の
旧
中
国
に
対
し
て
犯
し
た
暗
い
自
責
を
経
糸

と
し
、
新
中
国
の
力
の
政
治
に
対
す
る
反

と
疑
義
を
緯
糸
と
し
て
織
り
な
し



三
〇

た
精
神
の
記
録
で
あ
る
」
と
は
や
く
に
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
他
、
藤
原
耕
作

「『
赤
い
国
の
旅
人
』
―
葦
平
の
見
た
中
国（

6
）」

な
ど
が
主
要
先
行
論
文
で
あ
る
。

「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
成
立
過
程
は
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に

な
る
ま
で
、
作
品
の
元
と
な
っ
た
火
野
葦
平
の
自
筆
の
「
中
国
旅
日
記
」
と
い

う
メ
モ
風
の
日
記
の
存
在
も
公
に
は
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た（

7
）。

ま
た
、
初
版

本
『
赤
い
国
の
旅
人（

8
）』

と
初
出
「
赤
い
国
の
旅
人（

9
）」

は
本
文
が
異
な
り
、
初
出

は
大
幅
に
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
た
論
文
も
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
先
の
藤
原
耕
作
論
文
な
ど
も
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
先
行
論
文
で

は
と
り
あ
げ
て
こ
な
か
っ
た
「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
成
立
に
関
わ
る
事
柄
や
題

材
を
と
り
あ
げ
、「
中
国
旅
日
記
」
と
作
品
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
浮
か
び

上
が
る
相
違
点
や
共
通
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
さ
ら
に
初
出
雑
誌
で
は
発

表
で
き
な
か
っ
た
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
火
野
葦
平
の
新
中
国
認
識
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
き
た
い
。

一　
「
赤
い
国
の
旅
人
」
と
「
中
国
旅
日
記
」
の
比
較

　

一
九
五
五
年
四
月
六
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
、
ア

ジ
ア
諸
国
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
に
は
、
一
四
カ
国
の

代
表
二
〇
〇
名
が
参
加
し
、
日
本
は
、「
政
治
問
題
」「
宗
教
問
題
」
等
六
部
門

三
四
名
と
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
二
名
を
派
遣
し
た
。
火
野
葦
平
も
、「
文
化
問
題
」

の
日
本
代
表
団
九
名
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
イ
ン
ド
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ

る（
10
）。

ア
ジ
ア
諸
国
会
議
の
帰
途
、
火
野
葦
平
を
含
む
二
八
名
は
、
中
華
人
民
共

和
国
の
招
待
で
訪
問
し
、
解
放
後
の
新
中
国
の
様
子
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。

火
野
葦
平
は
、
新
中
国
訪
問
中
の
様
子
を
克
明
に
「
中
国
旅
日
記
」
に
記
し
て

い
る
。
ま
た
、
現
地
か
ら
、
多
く
の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
記
録
通
信
文
を
発
信

し
た（

11
）。

帰
国
後
、
そ
の
日
記
や
記
録
通
信
文
を
も
と
に
し
て
、「
赤
い
国
の
旅

人
」（『
文
藝
』
一
九
五
五
年
一
〇
月
一
日
〜
一
二
月
一
日
）
と
い
う
紀
行
文
的

小
説
を
連
載
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
赤
い
国
の
旅
人
」
と
、
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
の
こ
と
を
書
い
た「
花
と
牛
と
乞
食
の
街（

12
）」「

或
る
若
い
イ
ン
ド
作
家（

13
）」「

不

可
触
賤
民（

14
）」や

、
中
国
の
後
に
訪
れ
た
朝
鮮
で
の
こ
と
を
記
し
た「
板
門
店（

15
）」「

北

鮮
女
性
点
描（

16
）」、

撫
順
の
戦
犯
を
訪
問
し
て
記
し
た
「
撫
順
プ
リ
ズ
ン
の
戦
犯

た
ち（

17
）」

を
加
え
て
、
合
計
七
作
品
を
収
載
し
た
初
版
本
『
赤
い
国
の
旅
人
』（
一

九
五
五
年
一
二
月
二
五
日
、
朝
日
新
聞
社
）
を
刊
行
す
る
。
以
上
が
作
品
成
立

の
経
緯
で
あ
る
。

　

で
は
、「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
成
立
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
「
中
国
旅
日
記
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
ま
ず
は
、
外
面
的
な
点
を
簡
単
に
説
明

し
て
み
る
。「
中
国
旅
日
記
」
と
は
、
横
九
・
五
㎝
、
た
て
一
三
・
五
㎝
の
黒
表

紙
の
「M

EM
O
RA
N
D
U
M

」
と
書
か
れ
た
手
帳
で
あ
り
、
全
一
六
八
頁
の

も
の
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
四
月
二
一
日
か
ら
五
月
四
日
ま
で
の
新
中
国
の
訪

問
中
の
出
来
事
を
詳
細
に
綴
っ
た
日
記
風
の
「
メ
モ
」
で
、
創
作
ノ
ー
ト
的
な

意
味
合
い
を
も
つ
。
中
国
カ
レ
ン
ダ
ー
、
地
図
、
映
画
、
観
劇
し
た
ポ
ス
タ
ー

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
領
収
書
、
新
聞
切
り
抜
き
な
ど
を
細
か
く
添
付
し
て
い
る

の
も
興
味
深
い
。
火
野
葦
平
自
身
が
冒
頭
に
、「
中
国
旅
日
記
」（
一
九
五
五
年

四
月
）
と
記
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
「
中
国
旅
日
記
」
と
し
て
総
称
す
る
。

　

こ
こ
で
、
火
野
葦
平
の
一
九
五
五
年
の
ア
ジ
ア
諸
国
訪
問
日
程
を
確
認
し
て



火
野
葦
平
「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
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立
と
新
中
国
認
識

三
一

お
く
。
火
野
葦
平
は
、
一
九
五
五
年
四
月
六
日
か
ら
一
〇
日
間
ア
ジ
ア
諸
国
会

議
に
出
席
し
た
後
、
四
月
一
九
日
に
デ
リ
ー
飛
行
場
を
出
発
し
、
四
月
二
一
日

香
港
経
由
で
中
国
に
入
国
す
る
。
五
月
一
七
日
か
ら
二
六
日
ま
で
平
壌
へ
滞
在

し
、
そ
の
後
、
北
京
入
り
し
、
六
月
九
日
、
日
本
に
帰
国
す
る（

18
）。「

赤
い
国
の

旅
人
」
の
末
尾
に
は
、
五
月
五
日
か
ら
、
六
月
九
日
ま
で
の
平
壌
行
き
や
日
本

に
帰
国
す
る
ま
で
の
予
定
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
赤
い
国
の
旅
人
」
に
詳
細

に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
四
月
二
一
日
か
ら
五
月
四
日
ま
で
の
新
中
国
の
出
来

事
で
あ
る
。「
赤
い
国
の
旅
人
」
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
な
面
が
あ
る
た
め
、

日
記
体
裁
で
日
付
ご
と
に
作
品
世
界
も
進
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
作
品
に
描
か

れ
る
日
付
は
、「
中
国
旅
日
記
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
さ
て
、
ど
ん
な
点

が
「
中
国
旅
日
記
」
と
は
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
中
国
旅
日
記
」
で
は
、
一
行
は
実
名
で
登
場
す
る
が
、「
赤
い
国
の
旅
人
」

は
、
実
名
と
偽
名
が
混
在
す
る
。
例
え
ば
、
作
品
に
も
日
記
に
も
実
名
で
登
場

す
る
人
物
と
し
て
は
、
中
村
翫
右
衛
門
が
い
る
。
中
村
翫
右
衛
門
は
、
一
九
五

二
年
五
月
末
、
貸
さ
な
い
と
断
ら
れ
た
空
知
郡
赤
平
町
豊
里
小
学
校
の
屋
内
運

動
場
を
強
引
に
使
用
し
た
住
居
侵
入
罪
の
罪
で
指
名
手
配
中
で
、
中
国
に
密
入

国
し
、
逃
亡
中
の
身
で
あ
っ
た（

19
）。

火
野
は
、
訪
中
時
に
、
翫
右
衛
門
に
会
い
行

動
を
共
に
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
作
品
中
に
通
訳
と
し
て
登
場
す
る
李
徳
純

は
、
平
成
二
二
年
現
在
中
国
社
会
科
学
院
で
特
約
研
究
員
を
し
て
い
る
方
で
あ

る
。
一
九
四
四
年
に
来
日
し
、
旧
制
一
高
に
留
学
、
帰
国
後
井
上
靖
、
三
島
由

紀
夫
な
ど
多
く
の
日
本
近
代
文
学
の
翻
訳
を
手
が
け
た（

20
）。

同
じ
く
通
訳
の
蘇
琦

は
、
一
九
二
八
年
に
台
湾
で
生
ま
れ
、
華
北
大
学
を
卒
業
し
た
。
一
九
七
五
年

に
、
国
家
外
交
文
局
研
究
室
研
究
員
と
毛
沢
東
詩
詞
翻
訳
組
組
長
と
な
っ
た
。

の
ち
に
、
北
京
第
二
外
国
語
学
院
副
院
長
等
の
職
務
を
歴
任
し
た
。
劉
心
武
著

『
北
京
下
町
物
語
』（
一
九
九
三
年
二
月　

恒
文
社
）
を
翻
訳
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
中
国
旅
日
記
」
は
メ
モ
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
箇
条
書
き
で
あ
る

が
、「
赤
い
国
の
旅
人
」
は
散
文
体
で
あ
る
。
作
品
で
火
野
と
い
う
名
で
登
場

す
る
人
物
「
私
」、
勿
論
、
作
者
火
野
葦
平
を
指
す
と
思
わ
れ
る
人
物
が
出
て

く
る
。
す
な
わ
ち
「
赤
い
国
の
旅
人
」
で
は
火
野
葦
平
の
心
情
が
よ
り
詳
細
に

書
か
れ
る
点
が
、
日
記
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
初
の
四
月

二
一
日
に
は
、
火
野
の
言
葉
と
し
て
次
の
如
く
の
記
述
が
あ
る
。

私
は
私
の
立
場
と
こ
れ
ま
で
の
あ
り
か
た
と
を
十
分
反
省
し
て
、
で
き

る
だ
け
控
え
目
に
、
出
し
ゃ
ば
ら
な
い
よ
う
に
小
さ
く
な
っ
て
、
た
だ

新
中
国
の
実
態
を
つ
か
み
た
い
と
意
図
し
た
の
で
あ
っ
た
。
革
命
後
の

中
国
は
昔
と
は
す
っ
か
り
変
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ほ
ん
と
う
か
、

ど
う
か
？　

変
っ
て
い
る
な
ら
ど
ん
な
風
に
変
っ
て
い
る
か
？　

よ
く

変
っ
て
い
る
か
、
悪
く
変
っ
て
い
る
か
？　

変
り
か
た
に
納
得
が
行
く

か
行
か
ぬ
か
？　

肯
定
で
き
る
か
、
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
？　

そ
れ
は
た
だ
行
き
ず
り
の
旅
人
が
未
知
の
国
の
風
光
文
物
を
観
光
す
る

と
い
う
の
ん
き
な
も
の
で
は
な
く
、
私
自
身
の
全
精
神
に
ひ
び
く
も

の
、
人
間
と
し
て
、
作
家
と
し
て
、
ま
た
日
本
人
と
し
て
の
強
い
連
繋

と
責
任
と
を
感
じ
る
も
の
と
し
て
、
私
を
緊
張
さ
せ
て
い
た
。
た
し
か

に
重
苦
し
い
気
分
に
私
は
と
ざ
さ
れ
て
い
た（

21
）。
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二

　

重
苦
し
い
気
分
に
と
ら
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
正
し
く
新
中
国
の
悪
い
面
、
良

い
面
を
見
よ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
火
野
は
、

私
が
中
国
か
ら
は
敵
と
目
さ
れ
る
人
間
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚

は
、
私
を
単
な
る
旅
人
と
い
う
の
ど
か
さ
か
ら
閉
め
だ
し
た
の
み
な
ら

ず
、
い
つ
か
私
に
ひ
と
つ
の
強
迫
観
念
さ
え
植
え
つ
け
て
い
た
。
一
行

中
の
左
翼
人
の
或
る
者
は
終
始
私
を
戦
犯
呼
ば
わ
り
し
、
イ
ン
ド
に
い

た
と
き
か
ら
、
い
か
な
火
野
さ
ん
で
も
偉
大
な
る
新
中
国
の
建
設
の
姿

を
見
た
ら
洗
脳
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
も
う
あ

な
た
は
終
り
だ
と
い
っ
て
い
た
。
私
の
こ
れ
か
ら
の
中
国
行
は
見
物
ど

こ
ろ
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
、
作
家
と
し
て
、
そ
し
て
、
日
本
人
と

し
て
、
終
り
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
の
瀬
戸
際
と
い
う
次
第
な
の
で
あ

っ
た（

22
）。

と
記
す
。
こ
れ
は
、
火
野
に
執
拗
に
意
地
の
悪
い
言
い
方
を
す
る
人
物
常
久
さ

ん
と
い
う
方
の
言
説
を
受
け
止
め
る
場
面
で
あ
る
が
、
過
去
に
侵
略
戦
争
に
行

き
、
加
害
者
側
の
立
場
に
立
た
さ
れ
た
火
野
が
、
そ
の
事
実
を
重
く
受
け
止
め

な
が
ら
、
解
放
さ
れ
た
新
中
国
の
以
前
と
の
違
い
を
一
人
の
人
間
と
し
て
見
、

作
家
と
し
て
正
確
に
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
い
う
使
命
を
持
っ
て
旅
に
臨
む

と
い
う
設
定
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
常
久
さ
ん
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
火
野
を
批
判
す
る
人
物
を
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
を
相
対
化
し
、
物

事
を
客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
火
野
の
目
線
で
見
た
独
白
形
式
で

作
品
は
進
行
す
る
が
、
常
久
さ
ん
の
批
判
に
よ
り
、
作
品
が
独
善
的
に
な
っ
て

い
な
い
。
続
い
て
「
中
国
旅
日
記
」
と
の
相
違
を
説
明
し
て
い
く
。

　
「
赤
い
国
の
旅
人
」
で
は
、
一
行
は
四
月
二
一
日
に
香
港
を
経
由
し
て
広
州

に
渡
り
、
愛
群
大
厦（

23
）に

宿
泊
す
る
。
火
野
は
自
由
時
間
に
ペ
ラ
ペ
ラ
の
広
州
市

内
地
図（

24
）を

買
い
、
珠
江
の
ほ
と
り
を
歩
き
、
蛋
民
船
を
見
学
す
る
。
作
品
中
に

は
、
新
中
国
か
ら
は
一
切
の
売
春
制
度
、
売
春
婦
が
一
掃
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
と
あ
り
、
通
訳
は
、「
解
放
後
の
中
国
に
は
、
ど
こ
の
街
に
行
っ
て
も
あ

り
ま
せ
ん
よ
。
新
中
国
か
ら
は
悪
い
考
え
の
も
の
は
み
ん
な
な
く
な
っ
た
の
で

す
。
ド
ロ
ボ
ウ
、
バ
ク
チ
、
売
春
、
乞
食
、
金
貸
し
、
ボ
ス
、
贅
沢
―
封

建
思
想
と
た
た
か
う
こ
と
が
新
中
国
の
使
命
で
す（

25
）」

な
ど
と
言
う
。
し
か
し
、

火
野
は
、
広
州
で
は
売
春
婦
を
見
た
と
作
品
中
に
記
す
。
新
中
国
政
府
の
説
明

と
は
異
な
る
見
解
で
も
、
正
直
に
見
た
ま
ま
に
作
品
に
描
く
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
先
入
観
を
持
っ
て
新
中
国
を
書
か
ず
、
何
物
に
も
左
右
さ
れ
な
い
火
野
の

精
神
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

四
月
二
二
日
に
は
、
越
秀
山
に
行
き
五
階
建
の
広
州
博
物
館
や
中
山
記
念

堂
、
農
民
講
習
所
な
ど
を
見
学
す
る
。「
中
国
旅
日
記
」
で
は
、
博
物
館
で
見

た
文
物
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
、
農
民
講
習
所
の
こ
と
は
、
質
素
な
机
、
粗
末
な

椅
子
な
ど
と
メ
モ
風
に
記
し
、
壁
に
掛
け
て
あ
っ
た
札
な
ど
を
模
写
し
て
い

る（
26
）。

し
か
し
、
そ
れ
を
見
た
感
想
な
ど
は
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
作
品

中
に
は
、

寝
台
や
机
に
さ
わ
っ
て
み
た
り
、
た
め
い
き
を
つ
く
よ
う
に
し
て
、
す
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ば
ら
し
い
と
感
歎
の
声
を
も
ら
し
た
り
す
る
。
私
と
て
現
在
の
よ
う
な

革
命
の
大
事
業
が
、
こ
う
い
う
さ
さ
や
か
な
場
所
の
さ
さ
や
か
な
努
力

か
ら
実
を
結
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の
感
動
は
小
さ
く
な
か
っ
た（

27
）。

と
農
民
講
習
所
を
見
た
感
動
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
山
大
学
を
見
学

し
、
そ
こ
で
も
、
学
生
の
学
費
、
月
謝
、
食
費
の
一
切
が
国
家
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
る
こ
と
を
羨
ま
し
く
見
、
卒
業
後
の
進
路
も
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、
日
本

の
大
学
生
が
暗
澹
と
し
た
進
路
に
怯
え
る
よ
り
は
い
い
と
、
新
中
国
の
良
い
面

を
見
た
感
想
を
率
直
に
記
述
し
て
い
る
。
日
記
に
は
中
山
大
学
の
様
を
記
し
て

い
る
の
み
で
あ
る
。

　

作
品
の
、
四
月
二
二
日
に
、
水
上
民
歌
「
漁
民
対
唱
」（
珠
江
区　

文
化
館

編
印
）
と
い
う
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
中
国
旅
日
記
」
に
は
こ
の
歌
の
楽

譜
が
一
枚
の
謄
写
刷
り
と
し
て
挿
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
当
然
中
国
語
で
記
さ
れ

て
い
て
、
葦
平
は
そ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
し
中
国
語
の
下
に
丁
寧
に
日
本
語
訳

を
つ
け
て
い
た（

28
）。「

赤
い
国
の
旅
人
」
で
は
、
日
本
語
訳
の
み
が
記
さ
れ
る
。

解
放
後
の
新
中
国
を
漁
師
の
眼
で
歌
っ
た
歌
で
あ
る
が
、
政
府
機
関
が
作
ら

せ
、
当
時
流
行
し
て
い
た
歌
で
あ
ろ
う
。
全
文
を
引
用
し
て
み
る
。

あ
な
た
の
前
に
き
た
漁
り
舟
、
／
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
ゆ
れ
た
だ
よ
う
。　

珠
江
の
川
面
に
陽
が
の
ぼ
っ
て
き
た
。
／
ヘ
サ
キ
の
漁
師
の
身
体
は
た

く
ま
し
く
／
着
物
の
下
か
ら
銅
色
の
胸
が
光
る
。
／
か
れ
は
顔
い
っ
ぱ

い
に
笑
み
を
た
た
え
、
／
船
尾
に
い
る
姑
娘
を
ち
ら
と
見
た
。
／
と
き

に
は
高
い
声
で
う
た
い
／
と
き
に
は
ひ
く
い
声
で
つ
ぶ
や
く
。
／
な
ん

だ
か
う
れ
し
い
こ
と
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
／
思
え
ば
国
民
党
の
と
き
に

は
／
涙
が
海
の
よ
う
に
な
が
れ
た
が
、
／
解
放
さ
れ
た
今
は
心
も
の
び

の
び
。
／
苦
労
し
て
と
っ
た
魚
は
ボ
ス
に
ま
き
あ
げ
ら
れ
、
／
命
か
ら

二
番
目
の
網
も
着
物
ま
で
も
奪
わ
れ
た
。
／
の
こ
っ
た
数
匹
を
売
ろ
う

と
し
て
も
／
大
き
な
秤
に
か
け
ら
れ
て
／
ち
っ
ぽ
け
な
魚
の
よ
う
に
ご

ま
か
さ
れ
た
。
／
共
産
党
に
な
っ
て
か
ら
の
お
れ
た
ち
漁
師
は
／
気
持

も
ゆ
っ
た
り
川
の
よ
う
。
／
ご
ら
ん
よ
、
苦
労
し
て
あ
げ
た
こ
の
網

を
。
／
魚
、
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
が
ど
っ
さ
り
／
自
分
た
ち
で
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
た
あ
と
、
／
の
こ
っ
た
魚
は
国
営
魚
市
場
で
買
い
あ
げ
て
く

れ
る（

29
）。

　
「
解
放
さ
れ
た
今
は
心
も
の
び
の
び
」
に
な
っ
た
。
昔
は
「
苦
労
し
て
と
っ

た
魚
は
ボ
ス
に
ま
き
あ
げ
ら
れ
」
て
い
た
が
、「
共
産
党
に
な
っ
て
か
ら
の
お

れ
た
ち
漁
師
は
／
気
持
も
ゆ
っ
た
り
川
の
よ
う
。」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

「
赤
い
国
の
旅
人
」
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
後
、
火
野
の
感
想
と
し
て
「
搾

取
が
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
消
滅
す
る
こ
と
を
願
う
の
は
、
な
に
も
共
産
党
に
か

ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る（

30
）」

と
断
じ
、
単
純
に
、
新
中
国
の
共
産
党
政

権
だ
け
が
い
い
も
の
で
あ
る
と
は
結
論
づ
け
た
り
は
し
な
い
。
そ
こ
に
は
、
訪

中
で
書
い
た
「
中
国
旅
日
記
」
を
い
っ
た
ん
離
し
、
客
観
的
に
そ
れ
を
見
、
精

査
し
て
か
ら
作
品
に
取
り
込
む
と
い
う
火
野
葦
平
の
冷
静
な
手
法
が
う
か
が
わ

れ
る
。
葦
平
は
、
ノ
ー
ト
を
残
す
こ
と
が
多
く
、
戦
前
の
戦
争
小
説
は
、
あ
ま



三
四

り
、
自
己
の
意
見
を
入
れ
ず
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
に
戦
争
を
記
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
を
試
み
て
い
た（

31
）。

　

戦
後
に
書
か
れ
た
「
赤
い
国
の
旅
人
」
は
、
公
職
追
放
を
受
け
、
侵
略
に
加

担
し
た
過
去
の
反
省
に
立
ち
、
一
度
、
見
た
ま
ま
を
書
い
て
き
た
も
の
を
自
己

か
ら
離
し
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
や
見
解
を
加
え
、
正
直
に
記
し
て
い
こ
う
と

い
う
試
み
が
見
ら
れ
る
。
文
学
的
に
も
よ
り
成
長
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
広
州
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
詳
細
に
説
明
し
て
き
た
。
一
見
、

作
品
の
方
が
優
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
中
国
旅
日
記
」
に
は
、
作
品
に

は
な
い
面
白
さ
も
あ
る
。
作
品
中
に
は
絵
は
な
い
が
、
日
記
に
は
葦
平
の
手
書

き
の
絵
が
い
く
つ
も
書
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
四
月
二
四
日
の
武
昌
の
堤
防

工
事
、
漢
口
で
の
鉄
道
工
事
、
工
人
文
化
宮
で
見
た
漫
画
絵
等（

32
）で

あ
る
。
特
に

漫
画
絵
は
重
要
で
あ
る
。
作
品
に
は
漫
画
絵
の
説
明
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

稚
拙
だ
が
皮
肉
な
漫
画
が
は
り
だ
さ
れ
て
あ
っ
た
。
左
よ
り
に
描
か
れ

た
日
本
陸
軍
大
将
の
軍
服
を
着
た
骸
骨
が
、
左
手
に
鞭
を
も
っ
て
上
方

に
あ
る
一
枚
の
絵
を
さ
し
示
し
て
い
る
。
そ
の
絵
に
は
一
九
四
五
年
の

年
号
が
入
れ
ら
れ
、
八
字
ヒ
ゲ
を
は
や
し
た
日
本
軍
人
が
胸
に
刀
を
つ

き
た
て
ら
れ
て
死
ん
で
い
る
。
骸
骨
は
右
手
に
い
る
、
U
・
S
の
帽
子

を
か
ぶ
っ
た
ア
メ
リ
カ
兵
に
な
に
か
教
え
て
い
る
態
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
将
校
は
一
冊
の
大
き
な
本
を
か
か
え
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「
侵
略

的
方
法
・
東
条
著
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
説
明
文
―
―

米
帝
国
主
義
「
サ
ン
キ
ュ
ウ
、
侵
略
の
先
輩
、
た
い
へ
ん
講
義
は
よ
く

わ
か
っ
た
。
さ
よ
な
ら
」

東
条
「
待
ち
な
さ
い
。
ま
だ
最
後
の
一
課
が
の
こ
っ
と
る
。
こ
れ
を
忘

れ
る
な
、
こ
れ
を
忘
れ
る
な（

33
）」

　

こ
れ
だ
け
で
は
、
読
者
は
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
が
、
日
記
に
記
さ
れ
て
い

る
絵
を
見
る
と
葦
平
の
見
た
絵
が
ズ
バ
リ
と
わ
か
る
。

　

作
品
中
で
は
「
中
国
人
が
な
お
ど
ん
な
に
日
本
の
侵
略
を
憎
ん
で
い
る
か
が

わ
か
る
よ
う
で
、
私
は
気
が
ま
た
重
く
な
っ
た
」
と
書
く
。
当
時
の
新
中
国
の

日
本
の
侵
略
批
判
が
鋭
く
心
に
響
く
の
で
あ
る
。
以
上
、
作
品
の
特
徴
と
「
中

国
旅
日
記
」
の
特
徴
を
示
し
て
き
た
。
次
章
で
は
初
出
雑
誌
『
文
藝
』
で
発
表

出
来
な
か
っ
た
箇
所
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し

て
い
き
た
い
。

　

二　

初
出
「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
削
除
問
題

　

ａ　

削
除
部
分
の
概
要
と
五
月
二
日
ま
で

　
『
文
藝
』
に
発
表
し
た
「
赤
い
国
の
旅
人
」
と
初
版
本
に
収
録
さ
れ
た
「
赤

い
国
の
旅
人
」
は
、
本
文
の
内
容
が
異
な
る
。『
文
藝
』
の
最
終
回
は
、
一
、

二
回
目
の
連
載
分
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
約
一
〇
〇
枚
分
）
に
比
べ
て
、

約
半
分
と
非
常
に
短
い
。
最
終
回
の
「
後
記
」
に
、
火
野
葦
平
自
ら
「
百
枚
ず

つ
三
回
と
い
う
約
束
で
書
き
は
じ
め
た
の
で
す
が
、
三
百
枚
で
は
足
ら
ぬ
う
へ

に
、
或
る
事
情
の
た
め
、
第
三
回
目
は
五
〇
枚
ほ
ど
し
か
発
表
で
き
ぬ
仕
様
に

な
り
ま
し
た
（
中
略
）
こ
の
続
編
は
書
き
下
ろ
し
と
し
て
朝
日
新
聞
社
か
ら
単
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行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す（

34
）」

と
述
べ
て
い
る
。

　

で
は
、
初
出
と
初
版
本
の
対
応
箇
所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

初
出
「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
第
一
回
目
に
あ
た
る
『
文
藝
』（
一
九
五
五
年
一

〇
月
一
日
、
第
一
二
巻
一
三
号
）
は
、
初
収
本
『
赤
い
国
の
旅
人
』
の
四
月
二

一
日
か
ら
二
四
日
ま
で
、
第
二
回
目
の
『
文
藝
』（
一
九
五
五
年
一
一
月
一
日　

第
一
二
巻
一
四
号
）
は
、
初
収
本
『
赤
い
国
の
旅
人
』
の
四
月
二
五
日
か
ら
四

月
二
九
日
ま
で
、
第
三
回
目
の
『
文
藝
』（
一
九
五
五
年
一
二
月
一
日　

第
一

二
巻
一
五
号
）
は
、
初
収
本
『
赤
い
国
の
旅
人
』
の
四
月
三
〇
日
か
ら
五
月
一

日
ま
で
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
初
収
本
で
は
、
四
月
二
一
日
か
ら
五
月
四
日
ま

で
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
、
初
出
『
文
藝
』
で
は
、
五
月
一
日
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
初
出
版
と
初
版
本
の
対
応
箇
所
の
異
同
を
検
討
し
て
み
た
が
、
語
句
の

訂
正
や
句
読
点
を
加
え
た
り
し
た
程
度
で
、
作
品
内
容
に
関
連
す
る
書
き
変
え

は
な
か
っ
た
。

　

初
出
の
最
終
回
は
、
一
九
五
五
年
一
二
月
に
発
表
し
、
同
月
に
初
版
本
も
刊

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
稿
が
初
出
発
表
時
の
一
二
月
に
書
け
て
い
な

か
っ
た
の
で
『
文
藝
』
に
発
表
で
き
な
か
っ
た
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

火
野
の
言
う
「
或
る
事
情
」
と
い
う
の
は
、『
文
藝
』
の
編
集
部
か
ら
、
掲
載

を
差
し
止
め
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
で
は
、
発
表
で
き
な

か
っ
た
部
分
は
、
ど
ん
な
内
容
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
月
一
日
よ
り
少
し
前
の

日
付
か
ら
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。

　

四
月
三
〇
日
、
火
野
は
、
自
分
が
昨
日
の
天
皇
誕
生
日
を
忘
れ
て
い
た
こ
と

に
気
づ
き
、
深
い
洞
察
を
し
て
い
く
。
敗
戦
後
、
天
皇
制
に
つ
い
て
は
戦
中
と

異
な
る
見
解
を
持
つ
が
、
天
皇
を
憎
む
気
持
ち
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
常
久
さ

ん
の
言
う
よ
う
に
「
勝
敗
だ
け
を
も
っ
て
一
切
の
判
断
や
断
定
の
基
礎
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
も
疑
問
が
抜
け
き
れ
な
い（

35
）」

こ
と
を
考
え
る
。
そ

し
て
、
火
野
は
、

新
中
国
は
私
の
眼
に
、
迷
い
の
な
い
明
快
な
国
と
化
し
た
よ
う
に
映
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
か
が
や
か
し
い
断
定
の
背
後
に
、
は
た
し
て

も
は
や
な
ん
の
迷
い
も
な
い
で
あ
ろ
う
か（

36
）。

　

と
思
考
し
て
い
く
。
そ
の
う
ち
、
毛
沢
東
が
石
川
五
右
衛
門
の
よ
う
に
見
え

は
じ
め
る
。
五
月
一
日
の
天
安
門
広
場
で
の
慶
祝
五
一
国
際
労
働
節
の
賑
や
か

な
光
景
が
最
も
決
定
的
と
な
っ
た
。
毛
沢
東
と
い
う
「
偉
大
な
る
英
雄
の
絶
対

的
存
在
が
つ
く
り
だ
し
て
い
る
幻
想
的
雰
囲
気
」、「
魔
法（

37
）」

の
よ
う
な
も
の
に

つ
い
て
考
え
込
み
、
天
皇
よ
り
も
遠
い
存
在
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
る
の
で

あ
る
。
五
月
一
日
に
は
、
新
中
国
の
良
さ
よ
り
も
悪
い
面
が
強
調
さ
れ
て
い

く
。

　

五
月
二
日
か
ら
が
、『
文
藝
』
で
削
除
さ
れ
た
個
所
で
あ
る
。
五
月
二
日
に

は
、
火
野
の
見
解
と
し
て
、「
特
定
の
誰
か
が
見
て
い
る
と
い
う
狭
い
眼
で
は

な
く
、
漠
然
と
だ
が
、
つ
ね
に
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
の
眼
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
と

い
う
圧
迫
感
、
或
る
息
苦
し
さ（

38
）」

を
感
じ
る
と
あ
り
、
閉
塞
し
て
見
張
ら
れ
て

い
る
か
の
よ
う
な
新
中
国
の
様
が
書
か
れ
る
。
ま
た
、「
赤
い
国
全
体
の
思
想

の
眼（

39
）」

と
い
う
も
の
が
不
気
味
で
あ
り
、
窮
屈
で
も
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
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北
京
は
広
州
と
は
異
な
り
、
売
春
婦
も
蠅
や
蚊
も
全
て
退
治
さ
れ
て
い
た
。

火
野
は
、「
国
民
の
自
覚
に
よ
る
自
発
的
行
為
」
と
い
う
名
の
元
に
、
全
て
の

汚
い
も
の
を
排
除
し
て
い
こ
う
と
す
る
新
中
国
の
強
権
に
疑
問
を
持
っ
て
い

く
。
そ
し
て
、

国
民
の
自
覚
と
自
発
的
行
為
が
、
実
際
は
他
覚
で
あ
り
他
発
的
行
為
な

の
で
は
な
い
か
。
私
は
人
間
と
い
う
も
の
は
一
種
の
滑
稽
動
物
で
、
頑

固
な
ま
で
に
暗
愚
な
禀
質
で
あ
り
、
自
覚
や
自
発
的
行
為
な
ど
と
い
う

も
の
は
な
か
な
か
や
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
風
に
考
え
て
い
た
。（
中

略
）
六
億
も
の
中
国
人
が
、
五
千
年
も
や
ら
な
か
っ
た
自
覚
を
、
わ
ず

か
解
放
後
の
五
年
間
で
や
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
革
命
の
名
に
値

す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
政
治
革
命
で
あ
る
か
、
人
間
革
命
で
あ
る

か
、
そ
こ
に
大
切
な
鍵
が
あ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
の
だ
っ
た（

40
）。

　

と
記
す
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
政
治
的
統
一
の
た
め
に
人
間
を
同
じ
こ
と

に
向
か
わ
せ
る
体
制
に
懐
疑
的
に
な
っ
て
い
く
姿
が
わ
か
る
。
ま
る
で
、
人
間

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
削
除
に
値
す
る
表
現
が
五
月
二
日
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

　

現
在
の
日
本
で
は
大
臣
を
罵
倒
し
よ
う
が
、
天
皇
陛
下
の
悪
口
を
い

お
う
が
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
戦
時
中
は
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。
全
体
主
義
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
は
自
由
を
許
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

現
在
の
中
国
が
ど
う
も
そ
う
ら
し
い
。
毛
沢
東
を
批
判
し
た
り
悪
口
を

い
っ
た
り
す
る
こ
と
は
反
革
命
の
第
一
で
、
た
だ
ち
に
投
獄
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
赤
色
全
体
主
義
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
が
確
立
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
す
べ
て
の
力
は
そ
の
専
制
独
裁
政
治
か
ら
出
て
来
る
の
で
あ
っ

て
、
建
設
の
す
ば
ら
し
さ
も
、
産
業
の
発
達
も
、
国
民
生
活
の
向
上

も
、「
悪
い
考
え
」
の
絶
滅
も
、
自
由
を
封
じ
た
膂
力
か
ら
の
所
産
な

の
だ
。
偉
大
な
る
毛
沢
東
の
英
雄
像
が
そ
の
頂
点
に
そ
び
え
た
ち
、
御

神
体
の
よ
う
に
光
り
か
が
や
い
て
い
る
。
私
は
密
告
の
も
た
ら
す
人
間

の
不
安
を
考
え
る
と
、
表
面
の
現
象
を
支
え
て
い
る
力
に
疑
義
が
わ
く（

41
）。

　

毛
沢
東
共
産
体
制
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
似
通
っ
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
赤
色
全

体
主
義
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
」
で
あ
る
と
い
う
描
写
は
、
た
と
え
火
野
個
人
の
見

解
だ
と
し
て
も
、
掲
載
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
政

治
に
関
わ
る
問
題
は
出
来
る
だ
け
掲
載
を
や
め
る
と
い
う
編
集
方
針
を『
文
藝
』

が
選
択
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
の
引
用
箇
所
の
後
半
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
削
除
さ
れ
た

部
分
の
中
で
、
最
も
重
要
な
の
は
密
告
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。「
中
国
旅
日

記
」
に
は
、
火
野
が
の
ち
に
帰
国
し
て
か
ら
挿
み
こ
ん
で
い
た
新
聞
記
事
が

あ
る（

42
）。

こ
の
記
事
は
、
火
野
が
「
赤
い
国
の
旅
人
」
に
関
連
す
る
記
事
と
し
て
、

切
り
抜
い
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

ど
ん
な
小
さ
な
田
舎
の
駅
に
も
「
反
革
命
分
子
を
徹
底
的
に
粛
清
」
と
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野
葦
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い
う
ビ
ラ
が
は
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
新
聞
は
毎
日
反
革
命

分
子
の
検
挙
を
書
き
た
て
て
い
る
。
し
か
も
中
共
の
党
員
や
政
府
機
関

の
職
員
の
中
か
ら
も
ど
し
ど
し
検
挙
さ
れ
て
お
り
、
党
内
に
潜
入
し
て

い
る
分
子
に
摘
発
の
主
力
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
考
え
て
み
る

と
、
お
た
が
い
が
お
た
が
い
に
信
じ
合
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
あ
る
。
火
野
は
、
密
告
に
つ
い
て
か
な
り
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
火
野
が
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
時
、
ち
ょ
う
ど
毛
沢
東
共
産
党
政
権
に

反
対
し
た
人
々
を
密
告
し
、
逮
捕
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
流
行
し
て
い
た
。
そ

の
密
告
は
時
に
は
で
っ
ち
上
げ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
体
制
を
見

て
、
火
野
は
徐
々
に
、
戦
争
中
の
自
由
に
も
の
の
言
え
な
か
っ
た
日
本
の
軍
国

主
義
政
策
と
オ
―
バ
―
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

新
中
国
が
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
し
、
学
ぶ
べ
き
点
も
多
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
矛
盾
は
な
に
に
よ
っ

て
解
決
し
た
ら
よ
い
の
か（

43
）。

　

と
悩
ん
で
い
く
。
次
節
で
は
密
告
問
題
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
察
す
る
。

ｂ　

胡
風
密
告
問
題
お
よ
び
記
録
配
信
文
と
作
品

　

削
除
問
題
で
は
密
告
の
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
た
が
、
そ
の
密
告
問
題
の
う

ち
最
大
の
も
の
は
、
胡
風
問
題
で
あ
ろ
う
。
火
野
が
新
中
国
を
訪
問
中
は
い
わ

ゆ
る
胡
風
問
題
で
も
ち
き
り
で
あ
っ
た
。
胡
風
問
題
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す

る
。
胡
風
は
、
一
九
二
九
年
に
、
慶
応
大
学
に
留
学
し
た
。
日
本
共
産
党
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
に
も
加
わ
り
、
小
林
多
喜
二
、
江
口
渙
、
秋
田
雨
雀

な
ど
と
も
親
交
を
持
っ
た
。
一
九
三
三
年
、
日
本
の
警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
上
海

へ
強
制
送
還
さ
れ
る
。
そ
の
時
無
名
だ
っ
た
胡
風
は
、
周
揚
に
よ
っ
て
魯
迅
に

紹
介
さ
れ
、
中
国
の
左
連
の
指
導
部
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
年
後
に
は
周
揚

と
関
係
が
悪
く
な
り
、
胡
風
は
国
民
党
と
繋
が
り
が
あ
る
と
噂
さ
れ
、
結
果
的

に
左
連
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
る
。
そ
の
後
、
メ
デ
ィ
ア
で
、
数
多
く
の
文
人
と

多
く
の
論
争
を
繰
り
返
す
。
一
九
五
四
年
愈
平
伯
の
胡
適
思
想
批
判
が
は
じ
ま

り
、
そ
れ
に
関
連
し
て
胡
風
は
、『
文
藝
報
』
の
編
集
部
や
、
文
化
官
僚
を
批

判
し
て
い
く
。
そ
こ
で
袁
水
拍
や
周
揚
が
胡
風
に
対
し
て
反
論
を
繰
り
広
げ

た
。
一
九
五
五
年
一
月
、『
文
藝
報
』
に
胡
風
批
判
の
文
章
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

一
連
の
動
き
を
見
た
毛
沢
東
は
胡
風
を
反
革
命
分
子
と
断
定
し
、
一
九
五
五
年

五
月
一
六
日
に
逮
捕
す
る
。
以
後
一
九
七
九
年
に
釈
放
さ
れ
る
ま
で
、
投
獄
生

活
を
送
っ
た
の
で
あ
る（

44
）。

　

作
品
の
五
月
三
日
に
は
、『
人
民
日
報
』
の
胡
風
批
判
の
記
事
が
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
火
野
は
、「
批
判
と
い
う
よ
り
罵
倒
に
近
い
」
も
の
を
感
じ
て

い
た
。
胡
風
批
判
は
政
治
問
題
で
あ
り
、「
胡
風
を
反
革
命
分
子
と
し
て
葬
り

去
る
こ
と
が
、
政
府
に
と
っ
て
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る（

45
）」

と
記
し
て

い
る
。
後
に
、
胡
風
事
件
が
で
っ
ち
あ
げ
事
件
で
、
歴
史
の
過
ち
で
あ
り
、
長

き
に
わ
た
っ
た
投
獄
が
批
判
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
証
明
さ
れ
た
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が
、
こ
の
時
期
の
火
野
の
見
解
は
、
そ
の
よ
う
な
結
論
が
出
て
い
な
い
時
で
あ

り
、
非
常
に
冷
静
で
あ
っ
た
。
火
野
は
、「
胡
風
の
哲
学
は
主
観
的
唯
心
論
で
、

客
観
的
唯
物
論
と
は
反
対
側
に
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
表
に
は

か
か
げ
て
は
い
る
が
、
実
際
は
反
党
的
陰
謀
家
で
、
国
民
政
府
と
通
じ
て
い
た

形
跡
も
あ
る
。
い
ま
彼
の
思
想
検
査
を
や
っ
て
い
る（

46
）」

な
ど
と
、
聞
か
さ
れ
る

う
ち
に
、
何
故
、
思
想
の
自
由
が
保
証
さ
れ
な
い
の
か
を
考
え
、
新
中
国
に
対

す
る
魅
力
を
失
っ
て
い
く
。
ま
た
、
作
品
に
は
、「
毛
沢
東
刈
り
と
い
う
頭
の

恰
好
も
流
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
」
が
、「
ヒ
ト
ラ
ー
髭
と
い
う
の
が
昔
は

や
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
う
い
う
流
行
に
は
首
を
ひ
ね
ら
ず
に
は
居
ら
れ

な
い（

47
）」

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
全
て
毛
沢
東
方
針
一
点
張
り
の
中
国
政
策
に
疑

問
を
感
じ
、
そ
こ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
片
鱗
を
み
る
の
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ

と
が
あ
る
。
先
に
、
火
野
は
、
中
国
か
ら
多
く
の
記
録
配
信
文
を
メ
デ
ィ
ア
に

送
っ
た
と
記
し
た
が
、
そ
の
う
ち
中
国
の
著
名
な
作
家
で
あ
る
老
舎
と
対
談
し

た
記
録
が
あ
る
の
で
、
引
用
し
て
み
る
。

　

解
放
後
の
中
国
で
は
作
家
は
す
こ
ぶ
る
恵
ま
れ
て
い
る
。
作
家
の
み

な
ら
ず
す
べ
て
の
芸
術
家
、
俳
優
、
舞
踊
家
、
歌
手
、
音
楽
家
、
美
術

家
等
は
国
家
か
ら
生
活
を
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
食
う
た
め
の
苦
労

は
す
こ
し
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
芸
道
に
精
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
追

い
ま
く
ら
れ
て
書
か
な
け
れ
ば
一
カ
月
も
暮
ら
せ
な
い
哀
れ
な
日
本
の

作
家
に
く
ら
べ
て
、
羨
ま
し
い
次
第
だ
と
私
は
思
つ
た
。
一
つ
の
作
品

を
書
い
て
次
の
作
品
を
書
く
ま
で
な
ん
の
心
配
も
な
い
し
、
も
し
金
の

必
要
が
あ
れ
ば
作
家
協
会
で
融
通
す
る
制
度
も
あ
る
と
い
う
。
次
の
作

品
の
収
入
で
返
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
日
本
の
作
家
は
一
つ
の
作
品
と

次
の
作
品
と
の
間
が
き
わ
め
て
短
期
間
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
期
間

の
ま
る
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
同
時
に
並
行
し
て
い
く
つ
か
の
作
品
を

書
い
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
珍
し
く
な
い（

48
）。

　

実
際
、
火
野
は
中
国
で
老
舎
と
対
談
し
た
時
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
新
中
国

の
作
家
は
羨
ま
し
い
と
率
直
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
赤
い
国
の
旅

人
」
に
は
、

作
家
の
生
活
は
た
し
か
に
羨
む
に
足
り
る
が
、
保
護
さ
れ
て
い
る
の
は

国
策
の
線
に
添
う
御
用
作
家
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
自
由
奔
放
な
作
品
を

か
き
た
い
作
家
は
受
け
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
か
反
革
命
と

い
っ
て
批
判
さ
れ
た
り
粛
清
さ
れ
た
り
す
る
。
私
は
こ
の
圧
力
に
は
到

底
耐
え
ら
れ
な
い
。
国
家
か
ら
見
放
さ
れ
て
も
、
〆
切
に
追
わ
れ
、
カ

ン
ヅ
メ
に
さ
れ
て
も
、
日
本
の
方
で
文
学
を
や
り
た
い
。
勝
手
な
も
の

が
書
き
た
い
。
戦
争
中
、
軍
と
大
政
翼
賛
会
と
の
統
制
下
に
ペ
ン
を
鎖

で
し
ば
ら
れ
た
体
験
は
、
思
い
だ
し
て
も
身
ぶ
る
い
す
る
地
獄
で
あ
っ

た
。
赤
い
国
に
来
て
赤
い
文
学
を
書
い
て
居
れ
ば
楽
か
も
知
れ
な
い

が
、
私
は
楽
で
な
い
方
を
や
は
り
選
び
た
い
と
思
っ
た
。
一
本
調
子
な

紋
切
り
型
は
い
や
で
あ
る（

49
）。
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と
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
新
中
国
で
見
て
き
た
こ
と
を
一
度
自
己
か
ら
離
し
、

相
対
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
火
野
の
ス
タ
イ
ル
が
わ
か
る
。「
赤
い
国
の
旅
人
」

は
、
で
き
る
だ
け
、
慎
重
に
新
中
国
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ

る
。
こ
こ
に
、
思
想
や
表
現
の
自
由
を
全
う
し
、
何
物
に
も
強
制
さ
れ
ま
い
と

す
る
戦
後
の
火
野
の
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
火
野
の
新
中
国
批
判
は
こ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
九
五
五
年
三
月
三
一
日
に
採
択
さ
れ
た
全
国
代
表
会
議

の
決
議
文
を
と
り
あ
げ（

50
）、

共
産
党
で
な
け
れ
ば
悪
人
と
し
て
処
罰
す
る
指
導
者

の
方
に
む
し
ろ
問
題
が
あ
る
と
書
く
。
結
局
、
作
品
の
最
後
、
五
月
四
日
に

は
、「
新
中
国
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
だ（

51
）」

と
言
い
、
全
体
主
義
の
新
中
国

全
土
の
蔓
延
を
憂
え
る
。
そ
し
て
、「
私
は
自
由
を
求
め
た
い
。
平
和
を
求
め

た
い
。
私
は
新
中
国
を
天
国
と
も
地
獄
と
も
考
え
な
い
が
、
真
の
自
由
と
平
和

と
を
求
め
る
者
の
住
み
に
く
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う（

52
）」

と
結
論
付
け
る
。
今
の
中

国
で
は
、
自
由
が
無
い
の
で
、
ビ
ー
ル
が
飲
み
た
く
て
も
自
由
に
買
い
に
も
行

け
な
い
。
だ
か
ら
、
火
野
は
、「
た
だ
眠
る
よ
り
ほ
か
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る（

53
）」。

こ
の
よ
う
な
、
印
象
的
な
言
葉
で
作
品
は
終
わ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
文
藝
』
が
掲
載
を
見
送
っ
た
部
分
は
、
火
野
葦
平
の
新

中
国
、
す
な
わ
ち
、
共
産
党
の
全
体
主
義
的
な
思
想
へ
の
懐
疑
が
書
か
れ
て
い

る
部
分
で
あ
っ
た
。
火
野
に
と
っ
て
は
、
そ
こ
が
、
最
も
書
き
た
か
っ
た
部
分

で
あ
り
、
真
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
よ
う
と
す
る
火
野
の
新
中
国
認
識
で

あ
っ
た
の
だ（

54
）。

終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
論
文
で
は
と
り
あ
げ
て
こ
な
か
っ
た
「
赤
い

国
の
旅
人
」
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
を
と
り
あ
げ
、「
中
国
旅
日
記
」
と
作
品

を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が
る
相
違
点
や
共
通
点
を
明
ら
か
に
し

た
。
さ
ら
に
初
出
雑
誌
で
は
発
表
で
き
な
か
っ
た
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
火
野

葦
平
の
新
中
国
認
識
を
考
察
し
た
。
火
野
葦
平
は
、「
後
書
」
で

私
は
一
日
も
早
く
、
中
国
や
北
鮮
と
の
国
交
が
回
復
し
、
平
和
の
た
め

の
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
む
ず
か

し
い
問
題
が
た
く
さ
ん
横
た
わ
っ
て
い
て
、
私
な
ど
に
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
が
、
真
に
平
和
へ
の
意
志
が
強
固
で
あ
れ
ば
、
破
滅
の
戦

争
も
避
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
戦
争

を
ふ
た
た
び
く
り
か
え
し
て
は
な
ら
な
い（

55
）。

　

と
記
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
の
決
議
文
で
も
火
野
は
「
作
家
で
あ
る

私
自
身
は
こ
の
ア
ジ
ア
の
結
合
を
文
学
の
美
し
い
鎖
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

絢
爛
と
し
た
平
和
の
花
園
を
現
出
し
た
い
欲
望
と
夢
と
に
狩
ら
れ
て
い
る（

56
）」

と

し
、
真
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
平
和
を
願
っ
て
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
に
参
加
し
、
新
中

国
を
訪
問
し
た
の
で
あ
っ
た
。
火
野
に
と
っ
て
は
、
新
中
国
の
全
体
主
義
に
、

戦
前
の
日
本
の
軍
国
主
義
統
制
体
制
と
重
な
る
面
を
見
た
こ
と
で
、
失
望
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
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た
だ
し
、
過
去
に
戦
争
加
害
者
で
あ
っ
た
と
い
う
自
ら
の
体
験
を
生
か
し
、

冷
静
に
物
事
を
観
察
し
た
。
火
野
は
次
の
よ
う
に
も
記
す
。

前
に
兵
隊
と
し
て
、
ま
た
報
道
班
員
と
し
て
中
国
各
地
を
歴
訪
し
た
私

は
、
普
通
の
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
や
視
察
記
で
は
な
く
、
自
分
の
精
神
の
問

題
と
し
て
の
旅
行
記
、
ま
た
、
一
個
の
文
学
作
品
と
な
る
よ
う
な
魂
の

記
録
に
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。
し
か
し
書
い
て
み
る
と
い
ろ

い
ろ
な
事
情
で
不
備
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
大
切
な
テ
ー
マ
を

と
り
逃
が
し
た
よ
う
な
気
も
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
赤
い
国
の
旅
人
」
は
ど
う
し
て
も
書
き
の
こ
し
て
お
き
た
か
っ
た
も

の
と
し
て
、
今
は
満
足
し
て
い
る（

57
）。

　

火
野
葦
平
が
満
足
を
得
ら
れ
た
の
は
、「
魂
の
記
録
」
す
な
わ
ち
自
己
の
正

直
な
新
中
国
見
解
を
作
品
に
描
く
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

火
野
葦
平
は
、
権
力
者
や
政
治
の
動
き
を
静
か
に
観
察
し
た
。
時
に
は
間
違
っ

て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
と
い
う
態
度
が
、
真
の
世
界
平
和
に
結
び
つ
く
こ
と

を
「
赤
い
国
の
旅
人
」
と
い
う
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
の
小
説
で
記
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
普
通
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
小
説
で
は
な
く
、
自
分
を
登
場
さ

せ
な
が
ら
も
、
火
野
葦
平
は
、
自
分
を
批
判
す
る
人
間
を
配
し
、
自
己
を
相
対

化
し
た
客
観
的
小
説
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
火
野
の
試
み
が
、
河
上

徹
太
郎
の
「
赤
い
国
の
旅
人
」
は
「
私
に
と
つ
て
最
も
同
感
を
強
い
る
も
の
が

あ
り
、
従
つ
て
私
に
は
こ
れ
が
正
確
な
の
だ
と
思
わ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
程
誠
実
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
文
章
は
近
来
知
ら
な
い（

58
）」

と
い

う
評
価
に
結
び
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

火
野
葦
平
『
魔
の
河
』（
一
九
五
七
年
一
〇
月
二
八
日
、
光
文
社
）

（
2
）　

火
野
葦
平『
麦
と
兵
隊
』（
一
九
三
八
年
九
月
一
九
日
、
改
造
社
）火
野
葦
平『
土

と
兵
隊
』（
一
九
三
八
年
一
一
月
二
四
日
、
改
造
社
）
火
野
葦
平
『
花
と
兵
隊
』（
一

九
三
九
年
八
月
一
一
日
、
改
造
社
）
の
こ
と
。

（
3
）　

無
署
名　
「
読
書
「
二
つ
の
新
中
国
見
聞
記
」
火
野
葦
平
著
『
赤
い
国
の
旅
人
』

高
木
健
夫
著
『
お
と
な
り
の
新
世
界
』」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
六
年
二
月
六
日
）

（
4
）　

宇
野
浩
二
「
独
断
的
読
後
感
㊥　

火
野
葦
平
の
力
作
に
つ
い
て
」（『
東
京
新
聞
』

一
九
五
六
年
三
月
一
四
日
）

（
5
）　

田
中
艸
太
郎
『
火
野
葦
平
論
』（
一
九
七
一
年
九
月
一
日
、
五
月
書
房
）

（
6
）　

藤
原
耕
作
『
叙
説
Ⅷ
』（
一
九
九
六
年
八
月
一
日
）

（
7
）　

拙
稿
「
中
国
旅
日
記
」（
一
九
五
五
年
四
月
）
翻
刻
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉

研
究
』
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
、
第
三
号
）

（
8
）　

火
野
葦
平
『
赤
い
国
の
旅
人
』（
一
九
五
五
年
一
二
月
二
五
日
、
朝
日
新
聞
社
）

（
9
）　

火
野
葦
平
『
文
藝
』（
一
九
五
五
年
一
〇
月
一
日
〜
一
二
月
一
日
）

（
10
）　

ア
ジ
ア
諸
国
会
議
日
本
準
備
委
員
会
編
『
一
四
億
人
の
声
¨
ア
ジ
ア
諸
国
会
議

お
よ
び
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
記
録
』（
一
九
五
五
年
五
月
二
〇
日
、
お
り
ぞ

ん
社
）

（
11
）　

記
録
配
信
文
に
つ
い
て
本
稿
で
全
て
扱
え
な
い
が
、
例
え
ば
火
野
葦
平
「
中
共

通
信　

①　

ま
ず
東
安
市
場
へ　

全
く
み
ら
れ
ぬ
『
不
潔
さ
』」（『
西
日
本
新
聞
』

一
九
五
五
年
五
月
三
一
日
）、
火
野
葦
平
「
中
共
通
信　

②　

消
え
た
泥
棒
市　

目
の
辺
り
見
る
人
間
改
革
」（『
西
日
本
新
聞
』
一
九
五
五
年
六
月
一
日
）

　
　
　

火
野
葦
平
「
中
共
通
信　

③　

驚
異
的
に
変
っ
た
天
橋　

し
め
だ
さ
れ
た
バ
ク

チ
と
ヤ
ミ
屋
」（『
西
日
本
新
聞
』
一
九
五
五
年
六
月
三
日
）
な
ど
が
あ
る
。



火
野
葦
平
「
赤
い
国
の
旅
人
」
の
成
立
と
新
中
国
認
識

四
一

（
12
）　

初
出
未
祥

（
13
）　

初
出
未
祥

（
14
）　

火
野
葦
平
『
新
潮
』（
一
九
五
五
年
一
〇
月
一
日
、
第
五
二
巻
一
〇
号
）

（
15
）　

火
野
葦
平
『
文
藝
春
秋
』（
一
九
五
五
年
八
月
一
日
、
第
三
三
巻
一
五
号
）

（
16
）　

火
野
葦
平
『
婦
人
画
報
』（
一
九
五
五
年
八
月
一
日
、
通
巻
六
一
二
号
）

（
17
）　

初
出
未
祥

（
18
）　

鶴
島
正
男
「
新
編
＝
火
野
葦
平
年
譜
」（『
叙
説
Ⅷ
』
一
九
九
六
年
八
月
一
日
）

参
照

（
19
）　

い
わ
ゆ
る
北
海
道
赤
平
事
件
。
一
九
五
五
年
一
一
月
四
日
、
中
村
翫
右
衛
門

は
、
日
本
に
帰
国
す
る
（「
昂
奮
し
た
帰
国
の
日　

中
村
翫
右
衛
門　

も
う
す
ぐ

孫
が
三
人
」（『
東
京
新
聞
』
昭
和
三
〇
年
一
二
月
二
八
日
）
参
照

（
20
）　

李
徳
純
に
関
し
て
は
、
李
徳
純
「
旧
奉
天
で
過
ご
し
た
安
部
公
房
氏
の
文
学
」

（『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
六
年
三
月
一
八
日
）
や
、
李
徳
純
「
中
国
で
の
遠
藤
周
作

紹
介 

日
本
軍
国
主
義
批
判
を
評
価
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
七
年
三
月
一
一
日
）

な
ど
を
参
照
。
蘇
琦
に
関
し
て
は
、
関
西
大
学
特
任
教
授
の
萩
野
脩
二
氏
に
御
教

示
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
か
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
21
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
九
六
頁
）

（
22
）　

火
野
、
同
書
、
九
六
頁
〜
九
七
頁

（
23
）　

広
州
珠
江
の
ほ
と
り
に
あ
る
ホ
テ
ル
。
広
州
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
。

（
24
）　
「
中
国
旅
日
記
」
に
挿
み
こ
ん
で
あ
る
。（
図
1
）

（
25
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
一
一
一
頁
）

（
26
）　

農
民
講
習
所
で
の
火
野
葦
平
の
模
写
（
図
2
）

（
27
）　

同
書
、
一
二
〇
頁

（
28
）　

火
野
葦
平
は
中
国
の
古
典
『
聊
斎
志
異
』
を
「
漢
和
辞
典
を
ひ
き
な
が
ら
熱
心

に
読
み
、
興
趣
の
つ
き
ざ
る
も
の
を
お
ぼ
え
た
」（
火
野
葦
平
「
あ
と
が
き
」『
中

国
艶
笑
風
流
譚
』
一
九
五
六
年
二
月
一
〇
日
、
学
風
書
院
）
と
記
し
て
い
る
の
で
、

中
国
語
や
漢
文
を
自
力
で
読
む
力
は
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
御
三
男
の
史
太
郎
氏
に

よ
る
と
、
お
そ
ら
く
通
訳
に
頼
っ
て
日
本
語
訳
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

（
図
3
）

（
29
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
一
二
七
〜
一
二
九
頁
）

（
30
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
一
二
九
頁
）

（
31
）　

兵
隊
三
部
作
な
ど
の
一
連
の
作
品
を
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。

（
32
）　

火
野
葦
平
の
手
書
き
の
絵
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
絵
の
上
の
文
字
は
増

田
周
子
が
翻
刻
し
、
手
書
き
し
た
。（
図
4
）

（
33
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
一
四
四
頁
）

（
34
）　

火
野
葦
平
『
文
藝
』（
一
九
五
五
年
一
二
月
一
日
、
第
一
二
巻
一
五
号
）

（
35
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
二
一
三
頁
）

（
36
）　

同
書
、
二
一
四
頁

（
37
）　

同
書
、
二
四
一
頁

（
38
）　

同
書
、
二
四
二
頁

（
39
）　

同
書
、
二
四
二
頁

（
40
）　

同
書
、
二
四
八
頁

（
41
）　

同
書
、
二
五
六
頁
〜
二
五
七
頁

（
42
）　

無
署
名
「
中
共
に
密
告
の
嵐　

夫
・
父
そ
し
て
党
員
も　

反
革
命
の
烙
印　

前

歴
・
身
分
が
た
た
る
」（『
讀
賣
新
聞
』
大
阪
版　

一
九
五
五
年
九
月
六
日
）

（
43
）　

火
野
『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
二
五
七
頁
）

（
44
）　

李
輝
著
千
野
拓
政
・
平
井
博
訳
『
囚
わ
れ
た
文
学
者
た
ち
下
』（
一
九
九
六
年

一
一
月
一
五
日
、
岩
波
書
店
）
参
照

（
45
）　

火
野
『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
二
六
二
頁
）

（
46
）　

同
書
、
二
六
六
頁

（
47
）　

同
書
、
二
六
二
頁
〜
二
六
三
頁

（
48
）　

火
野
葦
平
「
今
日
の
中
国
文
壇　

㊤　

老
舎
曰
く
「
日
本
の
創
作
は
雑
技
」（『
東

京
新
聞
』
一
九
五
五
年
六
月
一
四
日
）

（
49
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
二
六
七
頁
）

（
50
）　

同
書
、
二
八
二
〜
二
八
三
頁

（
51
）　

同
書
、
二
九
三
頁

（
52
）　

同
書
、
二
九
四
頁

（
53
）　

同
書
、
二
九
九
頁



四
二

（
54
）　

火
野
だ
け
で
な
く
、
一
九
五
六
年
一
一
月
に
、
日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
の
第

一
回
目
の
「
中
国
訪
問
日
本
文
学
代
表
」
と
し
て
訪
中
し
た
宇
野
浩
二
も
、「
ど

こ
の
町
の
文
学
者
た
ち
も
、
結
局
は
、
共
産
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
に
か
な
ふ
も

の
を
書
く
と
云
ひ
は
つ
た
」
こ
と
を
記
し
、
芸
術
家
な
ら
ば
、
百
人
に
一
人
か
二

人
、
千
人
に
一
人
か
二
人
は
共
産
主
義
に
懐
疑
的
で
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
回
想
し
て
い
る
。（
宇
野
浩
二
「「
忘
れ
固
き
新
中
国
―
新
中
国
見
聞
記
」『
文

藝
』
一
九
五
七
年
三
月
一
日
）
一
九
五
〇
年
代
の
新
中
国
を
観
察
し
た
日
本
人
作

家
達
の
認
識
や
見
解
が
よ
く
わ
か
る
。

（
55
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
三
一
二
頁
）

（
56
）　

火
野
葦
平
「
全
ア
ジ
ア
を
文
学
の
美
し
い
鎖
で
」（
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
日
本
準

備
委
員
会
編
『
一
四
億
人
の
声
¨
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
お
よ
び
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

会
議
記
録
』
前
掲
書
、
二
一
四
〜
二
二
〇
頁
）

（
57
）　

火
野
、『
赤
い
国
の
旅
人
』（
前
掲
書
、
三
一
〇
〜
三
一
一
頁
）

（
58
）　

河
上
徹
太
郎
「
解
説
」（『
火
野
葦
平
集
』
一
九
五
九
年
四
月
五
日
、
筑
摩
書
房
）
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四
六

 There are, however, differences in the contents between the novel presented 

in the journal Bungei and that in the fi rst edition.  The last serialization in Bungei 

was much shorter than the fi rst and second serializations (which were consisted of 

about 100 pages with 400 letters format).  Indeed, Hino Ashihei states in his 

postscript at the last serialization that “I have started writing with a promise to 

write three times with hundred pages.  However, three hundred pages were not 

enough at all.  In addition, the third serialization turns out to be the one which can 

only be published with about fifty pages, due to certain circumstances. …The 

followings of this will be planned to be published in a form of a book from Asahi 

Shinbunsha, as a newly written novel.” Although it is only a conjecture, “certain 

circumstances” would indicate the suspension by the editorial offi ce for Bungei.  

What he could not be permitted to publish could have been, however, what he 

wanted to appeal to the public most concerning his regards toward new China. This 

paper will pick up the novel part from the fi rst edition and focus on the parts Hino 

could not publish in the journal.  Along with the examinations on various materials 

such as correspondence from new China as well as the Diary, this paper will 

investigate what Hino Ashihei would like to appeal to the public.  

Key Words; Hino Ahihei, The Congress of Asian Countries, 

  　The Diary of Tour in China, 

 　　　 The matter of deletion from the fi rst published journal, 

 　　　Hu Feng胡風, Beijing, Guangzhou, Wuhan 
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四
七

The Recognition toward New China written in the Novel 
“The Traveler in the Red Country” by Hino Ashihei

―Mainly in Comparison with Chūgoku Tabi Nikki 中国旅日記 (Diary of Tour in 
China) and about Deletions from the First Published Journal―

MASUDA Chikako

 From the 6th to 10th of April in 1955, the Congress of Asian Countries had been 

held at New Deli in India. 200 representatives attended for from 14 nations this 

congress.  Japan also sent 34 people to attend six divisions like “political matter” 

and “religious matter”, in addition to 2 observers.  Hino Ashihei was one of the nine 

Japanese representatives sent to India to attend the division for “cultural matter”.  

On returning from this congress, 28 people including Hino Ashihei visited the 

People’s Republic of China to see the situation in new China after the liberation.   

 Hino Ashihei recorded this visit to new China from 21st of Aprial to 4th of May 

in detail, in Chūgoku Tabi Nikki 中国旅日記 Diary of Tour in China (reprinted 

version by MASUDA Chikako in Higashi Ajia Bunka Kōryū Kenkyū 東アジア文化
交渉研究 (Jounal of East Asian Cultural Interaction Studies), March, 2010).  He 

even sent correspondence of his record from China to the various Japanese medias.  

Returning to Japan, he started to write serial story in a form of travel sketch, based 

on his diary and correspondence of record under the title of Akai Kuni no Tabibito

赤い国の旅人 (The Traveler in the Red Country) (in “Bungei” 文芸 from October 

to December in 1955).  Later, he published the first edition of Akai Kuni no 

Tabibito 赤い国の旅人 (The Traveler in the Red Country) (from Asahi Shinbunsha 

in 1955) in a book form which was based on a serial story but added about the New 

Deli as well as about Korea where he visited after his stay in China.   

 This novel has hardly been studied.  There are only a few contemporary 

critiques and only one preceding academic study by Fujiwara Kosaku 藤原耕作, 

Akai Kuni no Tabibito- Ashihei no Mita Chūgoku 『赤い国の旅人』－葦平の見た
中国 (The Traveler in Red Country – China Witnessed by Ashihei) (Jyosetsu 叙
説 (Statements) vol. Ⅷ. August in 1996).  These preceding materials, however, did 

not consider about the Diary of Tour in China which was the foundation of the 

novel as well as correspondence of records which Ashihei sent from China.  Having 

an opportunity to reprint the Diary of Tour in China, I could have investigated 

the differences and mutual points between the Diary and the novel.  This paper 

fi rstly presents the comparison and contrast between these two texts. 


